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(1)不完全競争

完全競争

●企業数：多数

●価格：受容
市場で決まった価

格を受け入れる

1社

不完全競争

●企業数：少数

独占＝

2社 複占＝
●価格：設定（支配力を持つ）

市場の需要を見ながら価格を

設定する
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(2)独占【理論】

1）価格支配力

価格P

需要量D（＝生産量Q）

市場の需要曲線

O Q1

E1
P1

E2
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P2

P3

・
・
・

Q2 Q3

【図①：価格設定】
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2）限界収入

完全競争

●価格： P
受容

独占（不完全競争）

●価格：

設定

P ＝ P(Q)

●収入： TR＝P×Q

●限界収入：MR＝P

●収入： TR＝ P(Q) ×Q

●限界収入：MR＝
ΔP

ΔQ
×Q＋P(Q)

限界収入と価格が等しい 限界収入と価格が等しくない

財を追加的に1単位増加させた時，どれだけ収入が追加的に増加するか。
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3）利潤最大化条件

まず，独占企業の利潤関数を作ると，

利潤π ＝ 収入TR

× TC(Q)

費用TC－

P(Q)

財の価格
生産量

Qπ(Q)

となり，これを財の生産量で微分し，最大化をはかり，利潤最大化

条件を導出する。
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π( Q ) P( Q )× Q TC( Q )－＝

π'( Q ) ＝ － TC'( Q )＝ 0

限界収入

MR

P'( Q )×Q + P( Q )

ΔQ

Δπ

ΔQ

ΔP

ΔQ

ΔTC

限界費用

MC

∴ ＝MR MC
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4）過去問実践

【問題1】 一企業により独占的に供給されるある財の価格をpとすると，需要曲線が

D=6－pで表され，その財の生産量をxとすると，その企業の費用曲線がC=x2＋1

で表されるとき，この企業の利潤を最大にする財の供給量と価格の組合せとして，

妥当なのはどれか。

（平成15年度 特別区Ⅰ類）

供給量 価格

1． 1.25 4.0

2． 1.5 4.75

3． 1.5 4.5

4． 2.0 4.5

5． 2.0 4.0
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【解説1】 独占の市場モデルでは，企業が価格支配力を持つことから，価格が生産量

についての関数になる。そこで，問題文の需要曲線を書き換える。

まず，需要曲線の式を価格について解き，企業は需要量と生産量が等しくなる

ように価格を設定することから「D＝x」となることから，

と表される。

次に，①式を用いて，利潤πを表す式を作ると，

となる。

p＝－x＋6 ・・・①

π＝（－x＋6）x －（ x2＋1 ）

＝－2x2＋6x－1 ・・・②
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さらに，②式の利潤を生産量で微分し，それを「イコールゼロ」とすることで

最大化を図ると，利潤を最大にする生産量は，

と求まる。また，これを①式に代入することで，独占企業が設定する販売価格は，

と求まる。よって，選択肢3が正解となる。

𝚫𝛑

𝚫𝐱
＝－4x＋6＝0

∴ x＝1.5

p＝－1.5＋6

＝ 4.5
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また，別解として，利潤最大化条件「限界収入＝限界費用」を用いて計算する

方法も紹介しておく。

限界収入MRは，価格を表す①式の傾きを「2倍」にすることで表されるので，

となる。一方の限界費用MCは，費用曲線を生産量で微分することで，

となることから，③式と④式を用いて，利潤を最大にする生産量を求めると，

となる。以下，価格を求める手順は同じになるので省略する。

MR＝－2x＋6 ・・・③

MC＝2x ・・・④

－2x＋6＝2x

「MR＝MC」より

∴ x＝1.5
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【問題2】 ある企業がX財を独占供給する市場において，需要曲線がx=160－4p，総

費用関数C(x)がC(x)＝
𝟏

𝟐
x2＋10x＋100で与えられている。ここでxは数量，pは価

格を表す。このとき，利潤最大化を行う，この企業の利潤はいくらか。

（平成20年度 国税専門官）

1． 100

2． 150

3． 200

4． 250

5． 300
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と表される。このとき，限界収入MRは，価格を表す①式の傾きを「2倍」にす

ることで表されるので，

となる。一方の限界費用MCは，費用関数を数量で微分することで，

となることから，②式と③式を用いて，利潤を最大にする数量を求めると，

・・・①

MC＝x＋10 ・・・③

「MR＝MC」より，

∴ x＝20

【解説2】 独占の市場モデルでは，企業が価格支配力を持つことから，価格が数量

についての関数になる。そこで，需要曲線の式を価格について解くと，

p＝－ x＋40
𝟏

𝟒

MR＝－ x＋40
𝟏

𝟐
・・・②

－ x＋40
𝟏

𝟐
＝x＋10
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となる。また，これを①式に代入することで，独占企業が設定する販売価格は，

p＝－ ×20＋40
𝟏

𝟒

＝ 25

と求まる。

したがって，この企業の最大化された利潤πは，

π=35×20 － ×202＋10×20＋100
𝟏

𝟐

＝ 200

と求まる。よって，肢3が正解となる。



【今回のポイント】

①不完全競争とは，市場の供給者が数社に限られた状態であり，1社の

みのとき独占，2社のみのとき複占と呼ぶ。

②独占企業は，「限界収入＝限界費用」が成立するところで利潤最大

化生産量を決定し，その販売価格は需要曲線を使って設定する。
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